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グラフェンの表面に還元性ガス分子が吸着すると， 

グラフェン中の正孔が還元性ガス分子に奪われるた 

め，グラフェンが n 型化し，それに伴う抵抗変化を 

検知できる．そのため，グラフェンでは高感度なガ 

スセンサ応用に向けての研究がされている[1]．また， 

二硫化モリブデン(MoS2)などの遷移金属ダイカルコ 

ゲナイドを用い，原子層薄膜を積層させたファンデ 

ルワールスヘテロ接合(vdWH)[2]にも注目が集まっ 

ている．そこで，我々は，MoS2/グラフェンの vdWH 

のガスセンサを作製し，そのガス検知特性を調べた． 

はじめに，SiO2/Si 基板上のグラフェンのみのガス

センシング特性を調べ，その後，MoS2/グラフェンの

vdWH のガス検知特性を調べた．図 1 に試料構造を

示す．MoS2とグラフェンの層数はそれぞれ 3 層と 1

層で，電極間隔は長さが 7mm，幅が 5mm である．一

酸化窒素(NO)を被検ガスとして用い，動作温度 200℃

で実験を行った．図 2 に示すように，NO の吸着によ

る約 3%の抵抗変化を確認した．一方，vdWH でも同

様の実験を行い，比較したところ，約 20%の抵抗変

化率を確認できた．さらに，図 3 に示すように，10ppm

～100ppm の範囲でステップ状の応答が得られた．こ

れは vdWH において，MoS2が吸着層として働き，グ

ラフェン中の抵抗が変化することにより，感度の上

昇につながったと考えられる．図 1(b)の構造では，

MoS2/グラフェンのショットキー障壁をガスのセン

シングに生かせていないため，現在，ガス分子吸着に

よるショットキー障壁高さの変化での応答感度の向

上に取り組んでいる． 
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   図 2 グラフェンの NO ガスに対する応答 

   図 3 vdWH の NO ガスに対する応答 

   (b)    (a) 

   図 1 ガスセンサ構造 (a)グラフェン，(b)vdWH 
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